
 

うるま市告示第１６８号 

 うるま市個別支援保育事業実施要綱の一部を改正する告示を次のように定める。 

 

  令和８年１０月１日 

 

うるま市長 中村 正人  

 

   うるま市個別支援保育事業実施要綱の一部を改正する告示 

 

うるま市個別支援保育事業実施要綱（令和６年うるま市告示第１８号）の一部を次のように改

正する。 

改正後 現行 

（目的） （目的） 

第１条 この告示は、心身の障がい等により

その発達を支援する教育・保育が必要な児

童を、子ども・子育て支援法（平成２４年

法律第６５号。以下「法」という。）第２

７条第１項に規定する特定教育・保育施設

及び法第２９条第１項に規定する特定地域

型保育事業者（以下「特定教育・保育施設

等」という。）において、他の園児ととも

に集団保育をすること（以下「個別支援保

育」という。）により社会性を培い、か

つ、適切な個別支援保育を実施することに

より、健やかな成長・発達を促進する等、

福祉の増進を図ることを目的とする。 

第１条 この告示は、心身の障がい等により

その発達を支援する教育・保育が必要な児

童を、子ども・子育て支援法（平成２４年

法律第６５号。以下「法」という。）第２

７条第１項に規定する特定教育・保育施設

及び法第２９条第１項に規定する特定地域

型保育事業者（以下「特定教育・保育施設

等」という。）において、健常児とともに

集団保育をすること（以下「個別支援保

育」という。）により社会性を培い、か

つ、適切な個別支援保育を実施することに

より、健やかな成長・発達を促進する等、

福祉の増進を図ることを目的とする。 

（利用の申込み） （利用の申込み） 

第３条 個別支援保育を希望する児童の保護

者は、当該児童の心身の発育状況に関する

次に掲げるものを、市長に提出し、申し込

むものとする。この場合において、個別支

援保育の利用申込時に特定教育・保育施設

等に在籍している児童については、当該特

定教育・保育施設等と保護者で協議の上、

市長に提出するものとする。 

第３条 個別支援保育を希望する児童の保護

者は、当該児童の心身の発育状況に関する

報告書並びに加配及び入所希望園に関する

意見書を作成し、特定教育・保育施設等に

申し込むものとする。ただし、市長が必要

と認めた場合は、この限りでない。 

（１） 児童状況調査票（様式第１号）  

（２） 個別支援に関する保護者の意見書兼  



 

同意書（様式第２号） 

（３） 発達検査結果、療育に関する意見書

その他発達の状態が確認できるもの 

 

２ 前項第３号に規定するものを提出できな

い場合は、次の各号に掲げる者であること

を証する書類のいずれかを添付するものと

する。                

                

２ 前項に規定する申込みをする場合は、次

の各号に掲げる当該児童に係る書類のいず

れかを添付するものとする。この場合にお

いて、市長が必要と認めたときは、これを

省略することができる。 

（１）～（７） [略]    （１）～（７） [略]   

３ 前項第５号に係る書類については、集団

保育に係る医療的所見（様式第３号）を提

出するものとする。 

 

４ 前３項の規定により提出された書類で、

支援が必要な度合い等（以下「支援度」と

いう。）の判断が難しい場合は、当該児童

の行動観察を実施し、心身の発育状況等を

確認した上で支援度を決定するものとす

る。 

３ 前２項の規定により提出された書類で、

支援が必要な度合い等（以下「支援度」と

いう。）の判断が難しい場合は、当該児童

の行動観察を実施し、心身の発育状況等を

確認した上で支援度を決定するものとす

る。 

５ 第１項から第３項までの規定により提出

された書類その他個別支援保育の利用に当

たり知り得た情報について、関係機関及び

特定教育・保育施設等に対し情報提供を行

う場合は、個別支援児の保護者の同意を得

るものとする。 

４ 第１項及び第２項で提出された書類その

他個別支援保育の利用に当たり知り得た情

報について、関係機関及び特定教育・保育

施設等に対し情報提供を行う場合は、個別

支援児の保護者の同意を得るものとする。 

（利用の決定） （利用の決定） 

第４条 市長は、前条第１項に規定する利用

の申込みがあった場合は、速やかに審査の

上、利用の可否を決定し、個別支援保育利

用決定通知書（様式第４号）により、保護

者に通知するものとする。 

第４条 市長は、前条に規定する利用の申込

みがあった場合は、速やかに審査の上、利

用の可否を決定し、支援度を特定教育・保

育施設等に報告するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により個別支援保育

の利用を決定した場合は、当該児童が利用

する特定教育・保育施設等に通知するもの

とする。 

２ 前項の報告を受けた特定教育・保育施設

等は、個別支援保育の実施について、速や

かに利用の申込みを行った保護者に通知す

るものとする。 

（保育方法） （保育方法） 

第５条 個別支援保育を実施する特定教育・

保育施設等（以下「個別支援保育施設」と

いう。）は、個別支援児の特性等に十分配

慮して、幼児期にふさわしい生活を他の園

児との統合保育により行うことで、小学校

第５条 個別支援保育を実施する特定教育・

保育施設等（以下「個別支援保育施設」と

いう。）は、個別支援児の特性等に十分配

慮して、幼児期にふさわしい生活を健常児

との統合保育により行うことで、小学校以



 

以降の生活及び学習の基盤の育成につなが

ることを考慮し、より良い環境づくりに努

めるものとする。この場合において、事故

の防止等、安全確保に十分留意し、個別支

援保育の実施について、個別支援児の保護

者の理解及び協力を得ながら行うものとす

る。 

降の生活及び学習の基盤の育成につながる

ことを考慮し、より良い環境づくりに努め

るものとする。この場合において、事故の

防止等、安全確保に十分留意し、個別支援

保育の実施について、個別支援児の保護者

の理解及び協力を得ながら行うものとす

る。 

２ 個別支援保育施設は、個別支援児の特性

等について、年間個別支援計画（様式第５

号）及び個別指導計画（様式第６号）を作

成し、年に１回以上評価を行うものとす

る。この場合において、個別支援保育施設

は、年間個別支援計画及び個別指導計画

を、年度内に、市長に提出しなければなら

ない。 

２ 個別支援保育施設は、個別支援児の特性

等について個別に支援計画を作成し、年に

１回以上評価を行うものとする。 

３ 個別支援保育施設は、前項に規定する支

援計画について、市長から情報提供を求め

られた場合は、それに応じるものとする。 

３ 個別支援保育施設は、前項に規定する支

援計画ついて、市長から情報提供を求めら

れた場合は、それに応じるものとする。 

（相談員） （相談員） 

第７条 市長は、本事業の円滑な実施及び個

別支援児の成長・発達の促進を図るため、

相談員（保育士、幼稚園教諭又は保育教諭

をいう。）を置くことができる。 

第７条 市長は、本事業の円滑な実施及び個

別支援児の成長・発達の促進を図るため、

相談員を置くことができる。 

（個別支援保育実施の継続）  

第８条 個別支援保育施設は、個別支援保育

の継続について、保護者の意向を確認し、

個別支援保育実施の継続意向申出書（様式

第７号）を作成し、市長に申し出るものと

する。 

 

 

 

 

 

（個別支援保育実施の解除） （個別支援保育実施の解除） 

第９条 個別支援児の保護者は、個別支援保

育施設と協議の上、個別支援保育の実施を

終了する場合は、個別支援保育利用終了届

（様式第８号）を市長に届け出るものとす

る。 

第８条 個別支援児の保護者から個別支援保

育実施の解除の申し出があった場合は、個

別支援保育施設と協議の上、解除の理由を

書面で市長に報告するものとする。 

（個別支援児の保護者との連携） （個別支援児の保護者との連携） 

第１０条 個別支援保育施設は、個別支援児

の成長・発達を促進するため、個別支援児

の保護者と密に連携を行い、就学支援に向

けて共通認識を図るものとする。 

第９条 特定教育・保育施設等は、個別支援

児の成長・発達を促進するため、個別支援

児の保護者と密に連携を行い、就学支援に

向けて共通認識を図るものとする。 



 

第１１条 ［略］ 第１０条 ［略］ 

備考  

１ 現行の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正する。 

２ 表中の[ ]の記載は注記である。 

 

附則の次に次の９様式を加える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

様式第２号（第３条関係） 

 

個別支援保育に関する保護者の意見・同意書 
 

個別支援保育について、うるま市個別支援保育事業実施要綱第３条第１項の規定により、     

申し込みます。 

 

 

    年   月   日 

 

 （ふりがな） 

児 童 名                      生年月日     年  月  日生 

 

（ふりがな） 

保 護 者 名             住所 うるま市                    

 

※日中、連絡の取りやすい連絡先を記入してください。 

 

連絡先１          【続柄】    連絡先２          【続柄】                        

 

 

 

※ 下記の質問にお答えください。 

（１）加配配置について 

  ①加配が配置されない場合、安全面において不安がある。 

（ ある ・ ない ） 

 

  ※個別支援保育では、お子様の特性に応じた個別の配慮を行います。 

あくまでも集団保育であり、保育者が１対１で対応するものでは 

ありません。 

 

（２）入所希望園の追加について  ＊新規入園、転園の場合のみ 

第６希望【           】第７希望【           】 

第８希望【           】第９希望【           】 

第１０希望【           】 

※希望園に入所できなかった場合、他の空き施設を利用しますか。 

  （ 利用を希望する ・ 利用を希望しない ） 

待機児童扱いになります。 

 

 

同  意  書 

 
個別支援保育を利用するに当たり、下記の事項について同意します。（該当するものに☑） 

□提出した書類（様式第１号、様式第２号、様式第３号、要件確認書類）を保育施設及び関係部署へ

情報共有することに同意します。 

□特定教育・保育施設等に在園の場合は、個別支援保育の内容について、個別支援保育を利用するに

あたっての協議事項（裏面）を確認し、これを同意しました。 

 

            年   月   日   

保護者署名               
 



 

 

  

（裏面） 

個別支援保育を利用するにあたっての協議事項 

（保護者と特定教育・保育施設における協議） 

 

１．集団での生活を通じた発達支援 

お子さまが集団での生活を経験することで、全体的な発達を促していくことに配慮し、

適切な環境の下で、他の園児との関わりを通して共に成長できるよう配慮します。 

 

２．状態に合わせた支援の実施 

 個々の状態に合わせた支援内容や環境構成を検討し、年間個別支援計画、指導計画を作

成し活用します。 

 

３．家庭や関係機関との連携 

 ご家庭や必要な関係機関との連携を図りながら、お子さまにとって最善の支援ができる

よう努めます。 

 

～「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」参照～ 

 

 

上記１から３までについて、保護者と協議しました。 

    年  月  日 

 

特定教育・保育施設長 

（園長）                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 



 

様式第４号（第４条関係） 

                               第     号 

年  月  日 

 

 

           様 

 

                   うるま市長          

                                        

 

個別支援保育利用決定通知書 
 

個別支援保育の申請について、下記のとおり決定したので、うるま市個別支援保育事業

実施要綱第４条第１項の規定により、通知します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象児童名  

施設名 
 

利用可否 

□利用可 

 利用期間  年 月～ 年 月 

 

□利用否 

 理由【           】 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

様式第８号（第９条関係） 

 

うるま市長 様 

個別支援保育利用終了届 

 

   このたび、下記の理由で個別支援保育の実施を終了することになりました。 

つきましては、下記の期日をもって、個別支援保育の実施を終了することを、うるま市個別支

援保育事業実施要綱第９条の規定により、届け出いたします。 

 

記 

  １．園名：                  （   ）歳児クラス 

 

２．児 童
（ ふ り

氏 名
が な ）

：                        

 

３．児童生年月日：           年    月    日 

 

４．保護者氏名
（ ふ り が な ）

：                        

 

  ５．個別支援保育を終了する期日：      年   月   日 

 

  ６．個別支援保育を終了する理由： 

    （保護者と協議後、園担当者にて記入） 

 

 

 

 

 

 

施設長（園長）署名:                           

 

上記（１～６）の内容について、確認しました。 

 

   年  月  日 

 

保護者署名：                 

 



 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、令和８年１０月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この告示による改正後のうるま市個別支援保育事業実施要綱の規定は、令和９年度の保育所

入所に係る個別支援保育の申込みから適用し、令和８年度の保育所入所に係る個別支援保育の

申込みについては、なお従前の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


